
令和４年10月１日時点

ろ過器等の系統図
別紙②

Ｃ．ろ過器の前にヘアキャッチャー

ａ．毎日清掃及び消毒を行うこと

Ｅ．ろ過器の直前に消毒薬

の注入口または投入口

Ｃ．１時間あたりのろ過能力が浴槽の容量以上で十分な逆洗浄を行えるろ材
Ｆ．完全に排水できる構造
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は消毒設備を設ける）
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ｃ．定期的に適切な消毒方法

で生物膜を除去すること

Ｇ．浴用に供しないこと
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Ｇ．浴用に供しないこと

Ｈ．循環している浴槽

水を用いる構造で

はないこと
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①ろ過器を設ける場合

ｂ．設備及び配管にレジオネラ属菌が繁殖

しないように定期的に適切な方法で清

掃、洗浄又は消毒を行うこと

②ろ過器を設けず、加温設備その他浴槽水を循環し、又は貯留する設備と浴槽を

配管で接続し、浴槽水を循環させる場合

消毒

加
温

設
備


